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未来に向かって環境のトータルアドバイザー
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石綿(アスベスト)が使用されている可能性の

ある建築物 工作物の解体工事等を行おうとす・

るときは 建築物の解体前に石綿(アスベスト)、

が使用されているか否かの事前調査を行う必

｡要があります

石綿(アスベスト)が 含有す０ １％を超えて.
、 。るときには 工事着手前に届出が必要です

静岡県では吹付け石綿(アスベスト)の含有調査

。者を無料で派遣しております

平成28年度をもってこの派遣事業が終了する予

､ 。定ですので お早めにお問い合わせ下さい

(お問い合わせ窓口 静岡県建築安全推進課建築耐震班):

弊社では「建築物石綿含有調査者」が､石綿(アスベスト)含有の可

能性がある「吹付け材 「保温材･耐火被覆材･断熱材 「成型板」」 」

。 。等の分析調査を承ります 下記担当者までお気軽にご連絡下さい

環境分析部 加藤雅士、城所 亨

環境調査課 広瀬崇史(建築物石綿含有調査者)

環境分析課 池田博一、入野一人

富士市本市場422の１ TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654
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１．石綿(アスベスト)とは

天然の繊維状の鉱物で 法的にはクリソタイル(白石綿) アモサイト(茶石綿) クロシドラ、 、 、

イト(青石綿) アンソフィライト トレモライト アクチノライトの６種類が定義されていま、 、 、

す (「厚生労働省労働基準局長通知 基発第0811002号による ）。 。

これら石綿は有害性が高いことから 平成18年9月より全面的に輸入 製造 使用が禁止とな、 ・ ・

。りました

、 、 、また 石綿建築材料は様々な種類のものがあり 解体等工事中の発じん性の程度によって

。以下の３種類に分かれています

２．事前調査

石綿が使用されている可能性のある建築物 工作物の解体工事等を行おうとするときは 建・ 、

築物等の所有者(あるいは解体工事の施工者)は 建築物等の解体前に石綿が使用されている、

。 、か否かの事前調査(下記フロー参照)を行う必要があります (大気汚染防止法第１８条の１７

石綿障害予防規則第３条 第８条 建設リサイクル法施行規則第２条第１項第１号）、 、
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事前調査のうち 目視 設計図書等による調査は 石綿に関し一定の知見を有し 的確な判断、 、 、 、

ができる者が行うこと 石綿含有の分析は 十分な経験および必要な能力を有する者が行うこ、 、

ととされています （ 労働安全衛生法第２８条第１項の規定に基づく技術上の指針に関する。 「

公示」H26.3.31）

また 国土交通省では平成25年7月に 石綿の使用実態について中立かつ公正に専門的な調、 、

査を行うことができる「建築物石綿含有調査者」制度が創設されました これは 一定の技能。 、

を持った者に資格を付与させるものです 将来的にはこの調査者が建築物の石綿調査に従事。

することを国庫補助の要件にすることも検討されています （ 建築物石綿含有建材調査者講。 「

習登録規定」H25.7.30公示）

（１）試料採取の注意事項

。試料採取について分析機関に行わせることが望ましいです

、 。やむを得ず自ら採取し 分析機関へ持ち込む場合には以下の点に留意してください

、 。１）石綿を吸い込みますと 肺ガン等の発症原因となります

試料そのものに石綿が含まれているか否かを判明していない時点で試料採取を行

、 。いますので 試料採取時には必ず保護具を着用してください

、 。なお可能であれば湿潤器を使用し 試料採取部位を湿潤化して下さい

２）それぞれの施工部位の３箇所以上で試料を採取し 各々を密閉式試料容器に入れ、

。密閉してください

３）施工範囲(試料採取範囲)ごとに 前述２)の試料容器を一纏めにしてチャック付、

きビニール袋に入れ 密閉した上で 試料番号 採取年月日 採取建物名 施工年 採取、 、 ・ ・ ・ ・

場所 採取部位 採取したものの形状(板状 不定形状等) 採取者名等 後で試料を特・ ・ 、 ・ 、

。定できるようにするための必要な情報を記入しください

（２）石綿含有分析

。石綿含有分析には[定性分析]と[定量分析]があります

。定性分析…石綿の含有の有無を調べるものです

。分散染色法 とX線回折法の結果を総合的に判断します(※)

分散染色法：それぞれの石綿の種類に応じた浸液を用いて位相(※)

、 。差分散顕微鏡で観察し 繊維状物質を計測します

定量分析…定性分析で石綿の含有が確認されたものについて 含有量の割合を調、

。べます

、 、 。なお 定性分析にて石綿の含有が確認されなかった場合には 定量分析は行いません

、 。石綿含有分析は 高度な知識と分析技術が要求されます

弊社は (公社)日本作業環境測定協会や(一社)日本環境測定分析協会が実施している、

「分析技術 分析精度向上のためのプログラムを修了した認定技術者」が在籍していま･

。す
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R I K K A T O P I C S
異物分析のご案内

近年 各分野においてユーザーから材料や製品中の異物や汚れ防止対策が要求されており、

ます 万が一 材料や製品中に異物や汚れが発見された場合には 早急にその原因および対策。 、 、

。を講じる必要があります

、 。弊社では 出来る限りお客様のご希望に応じられるような異物分析方法をご提案します

お客様からのご依頼 お客様からの情報提供

①材料 製品情報・

②異物の発生状況

③異物の材質 大きさ 色 形状・ ・ ・

④材料 製品の生産条件 生産工程・ 、

⑤お客様が推測される原因

。⑥その他お客様が気にかかることなど

（お客様から頂きました情報は 分析 解析目的以外には使用、 ・

致しません）。

観 察 現物確認

、 、 、試料状態に応じて 試料調製ならびに分析手法 お見積金額

。納期等をご提示します

試 料 加 工 弊社または弊社協力会社にて試料加工および分析を実施しま

。分 析・解 析 す

装置例：SEMとX線ﾏｲｸﾛｱﾅﾗｲｻﾞｰ

ご 報 告 分析結果報告書提出

より詳細な分析をご希望のお客様には 改めてご提案させて、

。頂きます

異物分析についてのお問い合わせは下記担当者まで

環境分析部 加藤雅士・城所 亨・池田博一・入野一人

TEL 0545-61-8402 FAX 0545-63-9654


